
悪い例 良い例

大切な情報がどこにあるのか

わかりにくい……

大切な情報が一目でわかって

内容が理解しやすい！

情報に優先順位をつけて配置すべての情報を同じ大きさで配置

Autumn SALEAutumn SALE

2023/10/6(金)～12(木)

対象商品2点以上お買い上げで

最大50%OFF 50%OFF最
大

対象商品2点以上お買い上げで

12～2023/10/6 金 木

見出し

文字や写真を配置する

写真

本文

チラシの紙面

山へ行こう
山へ行こう

■■■■■■■■■

■■■■■■■■■

■■■■■■■■■

■■■■■■■■■

■■■■■■■■■

■■■■■■■■■

■■■■■■■■

■■■■■■■■■■■■■

■■■■■■■■■■■■■

■■■■■■■■■■■■■

■■■■■■■■■■■■■

■■■■■■■■■

デザインのレイアウトとは……

「要素を配置すること」

　チラシや新聞などの印刷物やWebサイトで、
文字や写真を配置することや、部屋に家具を
配置するときにもレイアウトと言います。
　チラシデザインの場合だと、レイアウトで
見出し、本文、写真などの要素をどこに配置
するかを決めています。

　ただ要素を配置するだけでは、レイアウトに
よる効果が少なくなってしまいます。
　意図的にレイアウトすることで、目的に合っ
たターゲットに伝えたいことを伝えやすくなり
ます。

　載せたい情報の中で優先順位をつけて、
文字の大きさを変えてみるだけでも、掲示物
を見た人が受ける印象が変わります。
　ターゲットに興味を持ってもらえる情報や、
一番伝えたい情報を大きく配置することが、
レイアウトするうえで大事なひとつのルールに
なります。

レイアウトとは？

レイアウトの効果
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デザインのレイアウトとは？
効果的に伝えるためにルール



効果的にレイアウトするには、いくつかのルールがあります。
そのルールに従って配置すれば、受け手に伝わりやすいレイアウトが作れます。

効果的なレイアウトにするためのルール

ルール 1：要素をまとめる

　関連性のある要素をまとめて
配置します。
　関連性が高いものほど近く、関連
性が低いものは離して配置する
ことで、要素のまとまりが出て、
受け手が内容を正しく受け取り
やすくなります。

要素をまとめる

秋に見つかる植物

どんぐり

・ブナ科の果実の俗称

まつぼっくり

・松（マツ科マツ属）の果実のようなもの

どんぐり

・ブナ科の果実の俗称

まつぼっくり

・松（マツ科マツ属）の果実のようなもの

秋に見つかる植物

ルール 1

「どんぐり」に関連性のある要素をまとめて配置している

「どんぐり」と「まつぼっくり」でグループを作るイメージ

同じ要素が

まとまっていない

同じ要素が

まとまっている

ルール 2：要素を揃えて配置する

　複数の要素があるとき、それら
を揃えて配置することで、紙面を
きれいに見せることができます。
　要素を揃えることでまとまりも
出て、受け手が紙面を見て迷う
ことが少なくなります。

ルール 3：同じ要素を繰り返す

　複数の商品の紹介などで、「商
品写真、商品名、価格、商品説明」
というように同じ要素を繰り返す
ときがあると思います。
　このような場合は、同じ要素に
同じ配置を繰り返すことで、紙面
全体に統一感が出ます。

どんぐり

・ブナ科の果実の俗称
・■■■■■■■■■■■■■■■■

まつぼっくり

・松（マツ科マツ属）の果実のようなもの
・■■■■■■■■■■■■■

秋に見つかる植物

どんぐり

・ブナ科の果実の俗称
・■■■■■■■■■■■■■
 ■■■

まつぼっくり

・松（マツ科マツ属）の果実のようなもの
・■■■■■■■■■■■■■

秋に見つかる植物

要素を揃えて配置するルール 2

複数の要素を揃えて配置している

揃えることで、きれいな紙面になる

要素が揃っていない 要素が揃っている

商品紹介

はさみ

■■■■■■
■■■■

■■■■
■■■■■■■

円
■■■■■
■■■■■■

鉛筆 三角定規

商品紹介

はさみ

■■■■■■
■■■■

■■■■
■■■■■■■

■■■■■
■■■■■■

鉛筆 三角定規

同じ要素を繰り返すルール 3

¥1,200 120 ¥300 ¥1,200 ¥120 ¥300

同じ要素のデザインが

繰り返されていない

同じ要素のデザインが

繰り返されている

商品が違っても、商品名や金額などの

同じ要素は同じデザインを繰り返す
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記事・資料制作｜株式会社SMC-POWER
本資料の再配布、資料を加工した転載や配布、販売は禁止させていただきます。
利用で発生した障害や事故などに関していかなる保証も行いません。

　プレゼン資料のスライドにも
使えるルールで、同格の見出しや
箇条書きの部分などの配置、各
スライドの余白の大きさを同じも
のを繰り返すと、見やすいスラ
イドになります。
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スライドのデザインを

統一していない

デザインを統一していない デザインを統一する

余白のサイズを統一する意図なく色やサイズを変えない

スライドのデザインを

統一している

ルール 4：要素にコントラストをつける

　優先順位が高い要素を大きく
するなどして目立たせ、それ以外
の要素は小さく配置すると、見て
もらいたい要素に目を引いてもら
いやすくなります。
　サイズの差を大きくすると、躍動
感も出るので、セールやイベント
など人を集めたいときに使える
ルールです。

50%OFF!!OFF!!
OPEN SALEOPEN SALE

50%OFF!!50%

要素にコントラストをつけるルール 4

要素にコントラストが

ついていない

要素にコントラストが

ついている

1000円以上のお買い上げの方が対象です

1000円以上の
お買い上げの方が

対象です

目立たせたい要素は大きくしたり、

目立つ色に変更することでコントラストをつける

まとめ

レイアウトとは、要素を配置することである

意図的にレイアウトすることで、より効果を発揮する

レイアウトのルール① 要素をまとめる

レイアウトのルール② 要素を揃えて配置する

レイアウトのルール③ 同じ要素を繰り返す

レイアウトのルール④ 要素にコントラストをつける
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（https://smc-power.jp/）
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